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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、 中世 の王権がみず か らを意義づけ聖化す るため に、 どのよ うな論理 と世界観 ・宇
宙論 をつ く りあげたか をいくつかの位相 において解明す るとともに、 同時代 の社会構造 と支配
制度 を視野 に収めつつ、それ を中世の世界観総体 のなか に位置づける ことによ って、そ の特質
と歴史的意義 を明 らか にしよ うとする ものである。以下、本論文の構成 に したが って、内容 を
要約 して示す。
序 論
「序論」で は、本論文 の課題 とそれ を解 明す るた めの視 座、及び方法 につ いて論 じた。 まず
日本史学の立場か らの戦後の中世国家論 ・王権論 の流れを概観 ・総括 した。 その上で、あ らゆ
る主張や 言説が仏 神の回路を通 じて 発せ られ、す べての事 象が 神仏 の意思 と関連づけて説明さ
れていた中世の国家 ・王権 の特質 を解 明す るためには、 当時の人々の思考 を根源 的 に規定する
中世的な世界観 ・宇宙 論の総体 的構造 を解 明 し、それ を踏 まえて、 中世 の王権 と天皇がそ うし
た同時代 の世界観 を前 提 としつつ、 自己を意義づ けるためにいかなるコスモ ロジー と論理 を構
築 していったのか、 といった点 を明 らか にす る必要 がある ことを指摘 した。
また、 王権 と天皇 を取 り巻 く仏神 のコスモ ロジー に対 し、そ こか ら逸脱 した りそれ に反抗 し
よ うとす る個 人や集 団がいかな る宇宙論 を構想 したか を考 え、そ の作業 を通 じて彼 らの思想史
的な位置 を確定 して い くことが、本論文 のいま一 つの課題で ある、 と述べた。
仏神 をめ ぐる中世的 な世界観。それ を前提 として構築 された 王権 のコスモ ロジー。そ して、
それ に対 する反抗の論理 本論文 は、 これ らの諸理念 の対立 を構造 的 ・立体 的 に解 明 し、 さ
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らにそれ ら相互 の交渉 の過程 を追求する作業を通 じて、
を当て ることをめざす もので ある。
中世王権 の特質 に新 たな角度か ら光 り
第1部 仏法 と王法
第一章 中世仏教 にお ける仏土 と王土
は じめ に
本章が、 この現実世界 を仏 の土地である とする 「国土即仏土論」 と、そ こを世俗の国王 の統
治す る土地であ るとす る 「王土思想」 とい う二つの理念 に着 目し、中世において両者が どのよ
うに関係づ け られて いるか を解 明す る作業 を通 じて、国家 と仏教 との関係の一側 面 を明 らか に
す る ことを目的 とす るもので あることを述べた。
一 国土即仏土論 の諸相
従来、 中世の 「国土即仏土論」は単一の理念 とみな されて きたが、私見によれば 、それは三
つ の類型 に区分す る ことが可能で ある。本節では、 中世前期 にみ られ るその三類型 の理念 を指
摘 して、それぞれ の思想的特質 を論 じた。
二 仏土 と王土
前節で指摘 した三類型 の国土即仏土論が、相互 にどの ような関わ りを保って併存 して いたか
を明 らか にす ると ともに、それぞれ の理念 と王土思想 との関係 を考察 した。 旧仏教 にみ られ る
二つ の類型の仏土論が王土思想 と共存 しうるものであ り、両者は あい まって荘園制社会 に即応
し、それ を宗教的 に支持す る役割 を果 した こと、それ に対 し親鷺や 日蓮教団 に見 られ るいま一
つ の類型は、王土思想 を明確 に否定す る可能性 を孕む もので あ り、反体制運動のイデオ ロギー
として の機能を担 いうるもので あった こと、 を論 じた。
三 国土即仏土論 の展開 と変容
先 に指摘 したそれぞれの国土即仏土論が、 中世後期 にお いて どのよ うに展 開 して いくか を展
望 した。反体制的な仏土論は戦国期 に一時高揚する もの の、統一政権 に対す る宗教一揆の敗北
の過程で消滅 して いくことを論 じた。
おわ りに
本章の論点を整理する とともに、本章が、従来 の研 究史のなかで どのよ うな位置 を 占める も
ので あるか、 という点 について論及 した。
第二章 仏 法王法相依論 の成立 と展開
は じめに
本章が、中世 に流行 する仏法王法相依 論 といわれ る論理 をとりあげ、 それが成 立す る社 会背
景 を視野に収めつつその分 析 を行 うことによって、 この理念 の特質 と歴史的位置 を明 らか に し
よ うとする ものである ことを述べた。
一 仏法 王法相依論 の形成
仏法王法相依論 の形成過 程 を考察 した。十世紀後 半にその姿 を現 わ し、十一世紀 中葉 に定式
化 される仏法 王法相依論 は、伝統寺 院が 中世社会=荘 園制社会 に適合 した 中世寺院へ の脱皮 を
めざす広範 な動向のなか で生み出され、論理化 され たものであ り、古代 的な論理で はな く中世
的なそれ である ことを論 じた。
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二 仏法王法 相依論の旋 回
本来個別寺院が国家権 力に対 し、寺家への不干渉 と領域支配 の保証 を訴える論理で あった仏
法王法相依論に対 し、十三世紀初頭か ら、 階級 的利害 を同 じくす る権門寺院全体が手 を携 えっ
っ、異端 の排撃 とみず か らの権 益 の保全を要 求す るタイ プの ものが 出現 し、 旧来の もの と共存
す るに至 った ことを指摘 した。
三 中世国家 と仏法王法相依論
前節で指摘 した二つ のタイプ の仏法王法相依論の関係 を検 討 した。両者 はあいまって、諸権
門が相互 に矛盾 を有 しなが らも動 的な緊張関係 を保って共存す る荘園体 制に即応 し、 それ を支
える役割 を果た した こと、それゆ えこれ ら二つの仏法 王法 相依論は、状況 に応 じて一方 が強調
され た り潜在化す ることは あって も、国家 と仏教を結 び付け る原理 として中世 を通 じて併 存 し
続 けた こと、 を論 じた。
お わ りに
従来指摘 され ることのなか った仏法 王法相依論の多様性 に着 目し、それぞれ の論理 構造の特
質を解 明す るとともに、それ らの共存 のあ り方 に、 中世 にお ける権門寺院の独 自の様 態 とそ の
刻印を看取すべ きで ある と主張 した ところに、本章 の研 究史 上の意義がある と述べた。
第 三章 破仏破神の歴史的意義
は じめに
本章が、 中世前期 に頻繁 にみ られ る仏像破壊 の行為 に着 目し、そ の歴史的意 義を明 らか にし
よ うとするもので ある ことを述べ た。
一 荘園制支配 と仏神
荘園制社会 にお ける宗教 的支配 の実態 につ いて考察 した。 中世 にお いては各権 門寺社 の本尊:
や守護神 として の仏神 は、 たんな る信仰 の対 象 に留 ま らず、強 力な賞罰権 を行使 す る ことに
よ って、住 民を精神 的に も肉体 的に も支配せ んとす る絶対 的存在 として、民衆 の前 に立 ちはだ
かっていた ことを論 じた。
二 農 民闘争 と仏神
宗教的支配 に対す る農 民の抵抗 の形態 には、既存 の仏神 の威 力を承認 しつつそれ を逆手 に と
る合法的な もの と、支配 のシンボルであった仏神そ のものを直接 的に攻撃す る非合法 のもの と
い う、二つの形態が あった ことを指摘 した。
三 専修念仏 と諸仏誹諦
専修 念仏 に帰依 した農 民の間に、 阿弥陀仏 の権威 を拠 り所 として他 の諸仏諸神 を誹諺す る動
きがみ られ たが、それ はたんな る信仰 レベル の問題ではな く、支配権力 にとってはみずか らの
宗教 的支配 に対す る真 っ向か らの反逆 にほかな らなか った こと、それゆえ専修 念仏 に対 して は
国家権 力を動員 して の弾圧が加 え られ る必然性が あった こと、 を論 じた。
四 造悪無碍 の歴史 的意義
専修念仏者 にみ られ る破仏や造悪無碍 の言動は、従来、俗 人門徒 の無知蒙昧 に起因す る祖師
の教理の曲解 とされて きたが、 む しろ荘 園体制下 の宗教支配 に対 し、祖師の思想 を独 自に使 い
こな しての、農 民門徒 の主体 的な闘争の一形態 と捉 えるべ きである ことを述べた。
おわ りに
本章の論点 を整理す るとともに、破仏 の行動が 中世後期 にどのように受け継がれて いくか を
一67一
展 望 した 。
第 ■部 正統 と異端
第一章 中世仏 教における正統 と異端
は じめ に
本章が、 強大な宗教的権威 を有 して中世国家 のイデ オ ロギ ー部 門を担 当す るとともに、 みず
か らも荘園領主 として民衆に君臨 していた権 門寺 院=旧 仏 教を、 日本 中世 の正統仏教 と捉 えた
うえで、 法然 をは じめ とするいわゆる 「新仏教」 の担った歴史的意義について考察す るもので
ある ことを述べた。
一 法 然 と反法 然
鎌倉期における 旧仏教 と専修念仏 の基本的対立 は、従 来いわれているような 「専修」 と 「雑
修」 の問にではな く、一 つの教行以外 を否定す る 〈選択〉 主義 と諸仏諸教 を肯定す る 〈融和〉
主義 との問にあった ことを論 じた。
二 荘 園制社会 と仏 教
く融和 の論理〉が荘 園体制 に即応 しそれ を支 えるイデオ ロギ ー としての役割 を果す ものだ っ
たのに対 し、法然 の説 く<選 択 の論理〉 はそ の論理 と真 っ向か ら対立す るだけでな く、既存 の
仏神 の権威 を無 力化す る ことによって、そ の威光 を不可欠 の背 景 とす る中世の荘園制的宗教支
配そ のものを解体 に導 きかねな いものだった。それ ゆえ 〈選択 の論理〉 を具有す る法然 の宗教
の出現 は、 中世 にお ける異端 の成立 を意味す ることにな った こと、 を論 じた。
おわ りに
祖師以 降の教 団では、 〈選択〉 主義 を捨て て 〈融和〉 主義 に走 る ことによ って、 旧仏 教 との
共存 を指 向す る動 きが主流 にな って い くこと、そ うした 中で祖師 の 〈選択〉 主義 を守 り通そ う




前章では 〈選択の論理〉 をもつ法然 の宗教を中世的 「異端」 と規定 したが、 彼 らは主観 的 に
は強烈な正統意識 を抱 いていた。 旧仏教側 の正統 意識 と彼 ら 「異端」 の正統意識 を比較考 察す
ることが、本章の 目的である ことを述べた。
一 法然の正統意 識
法 然の主著 である 『選択本願念仏集』 を分析す る ことによって、法然がみずか らの浄土 宗の
正統性 の根拠を、それ が仏 の選 び取 った真実 の教 えに基 づ くものである、 とい う点 に求 めてい
た ことを明 らかに した。
:二 南都北嶺 の正統意識
旧仏教 の念仏批判 を手掛か りとして、 旧仏教 の正統意識 を考察 した。法然が宗 の正統性 を、
そ の基盤 となる教法そ のものの優劣 を基準 として考 えて いた のに対 し、 旧仏教では正統性 の第
一 の根拠 を、相承や勅許 といった形式的側面 に求めて いた ことを論 じた。
三 法然 の正統意識 の特質
勅許 という仏法 とは異質な世俗社会 の原理 を、正統仏教 として の不可欠の要素 として導入 し
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たた め、各宗の正統性の主張が相対的な もの とな らざるをえなかった旧仏教 に対 し、法 然が 自
宗 の正統性 を保証する主体 として仏を措定 した ことは、彼 の内面にお いて世俗的な権威 に対 す
る法や宗 といった宗教的権 威の位置 を高め、 その絶対 的優 位 を確信 し主張す る根拠 となった こ
とを論 じた。
四 日蓮の正統意識
旧仏教の側 に立 って法 然を排撃する ところか ら仏教者 としての歩み を開始 した 日蓮で はあっ
たが、その正統 についての観念はむ しろ法然 と共通す る ものがあった ことを述べた。
おわ りに
法然 と日蓮にみ られた独 自の正統意識 は、 教団教学 の次 元ではその門下 に継承 され ていかな
か った、 とい う見通 しを述 べた。
第三章 中世仏教者 の歴史観
は じめに
中世には異な った理念 に立脚 する複数 の歴史観が存在 した可能性 を示唆 し、そ うした複数 の
異質な歴史観それぞれ について、その構造 と特質、お よび歴史的位置 を解明 して い く必要 があ
る ことを述べた。
一 中世仏教 の歴史観
従 来、 中世的歴史観 を代表す るもの とみな されて きた、外在 的 ・超越的な仏神が存在 しそ の
与える必 然性が歴史 を動かす とい う理念 は、 中世仏教 の歴 史観 の主流で はなか った こと、 む し
ろ中心 を占めた のは、 そ うした理念 とは相 いれな い 「凡 聖不二」 「此土即浄土」 の観 念で あっ
た ことを論 じた。
二 天 の思想 の歴史的位置
これまでそ の異質性が強調 されて きた法然 ・日蓮 らの思想 と天 の思想 との間 には、第一 に、
そ こにみ られる超越者が人間 に特定 の行動 を求め、それ に厳格な応報 を下す 〈応え る神〉で あ
る点 にお いて、第二 に、戦国期 にピー クを迎 える点 にお いて、共通性 を見いだ しうることを指
摘 した。 また、 中世的な世界観 ・歴史観か ら近世的なそれへ の転換は、神仏中心の世界観か ら
天 を介 した人間 中心のそれへ という形ではな く、外 在的超越神(応 え る神)の 観念 がそ の存在
の社会的基盤を失って解体 ・変容せ しめ られ、内在 神へ と一元化 されてい く過程 として把握す






旧仏教(顕 密仏教)が 古代か ら中世へ の転換 に伴 って、理念や世界観 の側面 にお いて いか な
る変容 を遂げる ことにな った のか という問題 を、国家観 に焦点 を据え て明 らか にす る ことが本
章 の課題で ある と述べた。
一 中世的理念の形成
11世紀 ごろか ら旧仏教関係 の史料 に頻出す る 〈仏 土の論理〉 をと りあげ、そ こには外在的 ・
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超越 的 ・人格 的性格 の強 い、古代の神観念 とは異質の、 中世的 とい ってよい神観念がみ られ る
ことを指摘 した。
二 顕密仏教 の国家観
前節で指摘 した新たな神観念 の成立 に伴 って、世俗 の権威 に対す る仏法の権 威が相対的 に上
昇 し、 国家 と仏教 との中世的な関係が理念化 されてい った こと、それが 日蓮 ら非正統側 の仏教
者 にも影響 を与 え、そ の思想形成の前提 になった ことを論 じた。 また中世仏教 の国家観は、新
旧を問わず俗権 に対す る教権 の原理的優位 を主張す る ものであ り、従 来承認 されて きた、鎌倉
仏教 をめ ぐる 「王法為本の 旧仏教」対 「仏法為本の新仏教」 とい う図式は見 直 され る必要があ
る ことを指摘 した。
おわ りに
本章 の論点 を整理 し、残 された課題 について述べた。
第二章 中世の仏教 と天皇
一 天皇論の現在
中世の天皇 をめ ぐる研 究史 を辿 り、 古代の天皇 が新たな宗教的権威 を身にま とって 中世へ と
転 生 して い く様 相 を解 明 しよ うとす る も.のが、近年 の研究 の主流 となって い る ことを指摘 し
た。
二 中世的天皇観 の形成
中世 にはい ると天皇は新たな高次 の権威 を身につけるに至る、 とい う近年 の通説 とは逆に、
「現人神」 としての天皇 の権威 を超 えるよ り根源 的な権威 が措定 され、そ の前 に天皇 が一人の
人間 として相対化 され てい くところに、天皇が即 自的な神聖性 を喪失す る中世 的な天皇観 を見
る ことがで きる、 と述べ た。
三 即位 灌頂の歴史 的位置
即位灌頂 をは じめ とす る天皇 をめ ぐる新たな儀礼 の形成が、古代的権威=現 人神 として の神
秘 的存在か らの凋落 という現実 を前 にして、それ に対応すべ く試み られた もので ある こと、 し
か しそれは実 際に天皇 に新たな権威 を付与す ることには成功 しなか った こと、 を論 じた。
四 中世にお ける天皇 の役割
中世 にお いて天皇 は宗教的権威 とい う点では 「裸 の王様」であ った こと、 にもかかわ らず天
皇位が存続 して いた のは、天皇 を中心 とする位 階秩序 を必要 としていた、 全支配階級 の政治的
要請 によ るところが大 きかった、 と述べた。
五 異端 の天皇観
個々の天皇 の権威は相対化できて も、神孫為 君の論理その もの を解体 できなかった 旧仏教 に






日蓮が、 「国王」 「国主」 としての天皇 家が後鳥 羽院を もって断絶 し、その地位が幕府 の実権
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を握 る北条氏へ と移行 したとみて いた、 という定説 の見直 しが本章の主たる課題である ことを
述べた。
一 前期の天皇観
日蓮 が国家支配 秩序の頂点 にあるものを 「国王」、そ の下で実際 に権 力を運用す るものを 「国
主」 として両者 を区別 し、前者 には天皇、後者 には北条得宗 を比定 していた ことを指摘 した。
二 国王観念の動揺
佐渡流罪以降、 「国王」 「国主」の用例 に混乱 がみ られ るよ うにな るが、 「国王」=天 皇、 「国
主」=北 条得宗 という基本認識 に変化 はなかった ことを論 じた。
三 後期の天皇観
日蓮は承久 の乱 を、国王 レベルで の権 力移動 の事件 とみていたので はな く、 「国王」 の もと
で政治の実権 を握 る 「国主」 の地位 が、治天で ある後鳥羽院か ら北条義時へ と移行 した事件 と
認識 して いた ことを論 じた。
おわ りに
時期 によって多少 の変動 はあって も、 日蓮 は同時代 の国家権 力 につ いて、 〈国王=天 皇、国
主=北 条得宗〉 という基本的な認識の枠 組みを終生変 える ことがなか った こ と、 しか し他方で
は、 旧仏教 とは異な る独 自の天皇の権 威相対化 の論理を作 り上げて いた ことを述べ た。
第IV部 神仏の コスモ ロジー
第一章 中世的神国思想の形成
は じめ に
神国思想 の中世的特質 を古代 のそれ との対 比において明 らか にす るとともに、宗教史 の全体
的構図 と社会構造 の変動 をも視 野にいれなが ら、 その歴史 的位置 を確定す る ことが本章 の課題
で あることを述べた。
一 神国思想理解 の前提
天照大神 を頂点 として固定 的か つ強固な上下 の序列 をもつ古代 の神 々の世界 に対 し、 中世的
なそれは、横一線 に並んで しのぎを削る有 力神 が、仏教 的世界観 に組み入れ られ、そ の理念 を
紐帯 として緩やか に結び合わされ た ものであった ことを論 じた。
二 中世的神国思想の特質
神国 の内実か ら仏教 的要素 を排 除 しよ うと した古代 の場 合 とは異な り、 中世 にお け る神 国
が、仏菩薩の垂述であ る神々の支配 する個別 具体 的領域(神 領)の 加算的集合 か らなるもので
ある ことを論 じた。また、末法辺 土意 識克 服のために神 国が強調 された とす る通説 とは異 な り、
両者 は論理的に支え合 う構造 をな していた ことを指摘 した。
三、 神国思 想の歴史的意義
政治 イデ オ ロギ ー としての神 国思想 は、分権化 の進行す る中世 にお いて個別権 力の利害 を越
えた国家支配秩 序総体 にかかわ る危機が到来 した ときに、支配権 力全体 の求心 力の論理 として
機能す る ものであった、 と述べ た。
おわ りに
主要 な論点を整理 して、 ま とめと した。
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第二章 怒る神 と救 う神
は じめに
本章 の 目的が、起請文 を手掛か りとして 中世の神仏のコスモ ロジーの解明 を目指す ところ に
ある、 と述べた。
一 神 の役割 ・仏の役割
起請文 に勧請 された神仏の間に、何 らかの役割 分担が なされている可能性 を示唆 した。
二 起請文 の仏たち
神 とともに起請文 に勧請され る仏は、いず れ も国内の特 定の場所 に、 目に見える姿(彫 像 ・
絵 像)を とって存在する ものに限 られている ことを指摘 した。
三 怒 る神の系譜
日本の神 と形而下の仏以外 に起請文 に勧請 され た ものに、聖 人 ・祖師 の聖霊、お よび天部 の
諸尊が あった こと、それ らす べてに共 通す る特色は、彼岸 の他方 世界 にある ものではな くこの
現 実世界 に実在する と観念 されて いた ものだ った こと、 を指摘 した。
四 中世神仏のコスモロジー
中世 日本 には、 〈救 う神〉(起請文 に勧請 され る ことのな い仏)と 〈怒 る神〉(起請文 に現れ
る神 仏)と もい うべき神一仏 という区分 とは別次元 の、 しかも当時 はよ り本源 的 とみ なされて
いた区分 の仕方が存在 した こと、前者が他界浄土 に住 して もっぱ ら次生で の救済 を担 当して い
たのに対 し、後者 は現実世界 にあって現世利益 と下罰 の機能 を担 って いた こ と、両者 は本地一
垂　 とい う関係 によって結びあわ されて いた こと、な どを論 じた。
五 中世的コスモ ロジーの特色
前節 まで に明 らか にした コスモ ロジー には、機能分化 にもとつ く諸仏諸神の共存 という理念
が背景 にある こと、神仏の選 択 を人間 の側の判断 に委ねる このような理念の もとでは、個々の
神仏 の権威 は著 しく相対化される ことになった こと、を論 じた。
おわ りに
神 一仏 とい う二分法 を前提 とす る従来 の神 仏交渉史研究 の方法は、 「神」 と 「仏」 とい う区
分が必ず しも自明 のものではなかった前近代の宗教世界を分析するにあたって、 限界がある こ
とを指摘 した。
第 三章 地獄 と極楽の コスモ ロジー
は じめ に
地獄 と極 楽 とい う中世 にお いて もっともポピュラーだ った対概念 をと りあげ、両者 の関わ り
を考察す る ことを通 じて、彼岸世界 をも含 めた 中世人 の宇宙論 の骨格 を解明す ることが本章 の
課題で ある、 と記 した。
一 他界観 をめ ぐる研究史
日本 にお いて は元来彼岸表象が希 薄であ り、仏教で説かれる地獄や極楽 もそ うした精神的土
壌 に移植 された とき、彼岸性 を喪失 して山 中他界の観念 に変容 して しまう、 とする通説 を紹介
した。
二 通説へ の疑問
極楽 の彼岸性 を強調す る史料、な らび に極 楽 と地獄 とを別 次元 の世 界 と捉 える史料 をあげ
て、通 説への疑問 を呈 した。
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三 地獄 の所在
地獄 が この此 土世界=娑 婆世界 の内側 にあると信 じ られて いた ことを述べた。
四 極 楽は どこか
この世界 内部の存在 と考え られて いた地獄 とは違 って、 極楽は娑婆世界 とは隔絶 した、 客観
的に実 在する遠方 の別世界 とみな されて いた ことを述べた。
五 此 土浄土 の位置
特定 の寺域 ・社壇な どを浄土 とす る 「此土浄土」は、 究極 の救済の地 ではな く、 彼岸浄土に
至 るためのひ とつのステ ップ とされて いた ことを指摘 した。
六 二 つの浄土
此土浄 土 ・彼岸浄土二つの浄土は、本地垂　 と生身の仏 という観念 を媒介 として結びあわさ
れ た、 中世人の現 当二世 の信仰体系 のそれぞれ の側面 に対 応す るものである ことを述べた。
おわ りに
通説 とは異な り、 中世 にはきわめて彼岸性 の色濃 い浄土の観念がみ られた ことを改めて指摘




鎌倉仏教 の代表 とされ る親鶯 と日蓮 にお ける国家 と宗 教 との関係 と、 近代 に至るまでのその
変容 の過程 を、西欧な どとの比較 において考察 し、日本 における国家 と宗教の関係 の独 自性 と、
そ うした伝統 を前提 として形成 された近代仏教 におけるナシ ョナ リズムの特 質 を明 らかにする
ことが、本章 の課題で ある と述 べた。
一 中世 におけ る正統 と異 端
ローマ教会が正統 としての権 威 を独 占した西欧 とは異な り、 日本では一教団が単独 で正統 の
地位 を占め ることがで きず、正 統宗教が多彩 な仏菩薩 を奉 じる諸宗 の連 合 とい う形 を取る こと
になった点 を指摘 した。
二 親鶯 と 日蓮 における国家 と宗教
日本 におけ る正統仏教の地位 を 占めた旧仏 教か ら異端 として排撃 され た親鷺や 日蓮 に、 旧仏
教 にはなかった、 普遍 的な神格 と教権 至上主 義を見 い出す ことがで きる ことを指摘 した。
三 祖師の思想の継承 と変 容
親鶯 や 日蓮にみ られた一仏至 上主義 とそ の立場か らの権 力批判 は、国家権 力や 旧仏教側か ら
危 険視 され て迫害 を こうむることにな った こと、そ のため祖師以降の教 団は祖師 の教学 を旧仏
教 的に改変す る ことによって、既存 の勢 力 との共存 を図った こと、 を述べた。
四 宗教一揆 の形成
絶対 的存在 としての一仏の前 にすべて の人 々を平等 に位置づ け、地上 の権 力を仏法 の手段化
す る論理 は、教 団教学で はな く在俗 の門徒 に継承 された こと、彼 らはそれ を既存 の支配秩序 と
イデ オロギー支配か らか ら離脱 しようとす る運動 の、精神的支柱 として受容 した こと、それは
やが て宗教一揆 の理念 とな って戦国期 に高揚 した こと、 を述べた。
五 幕藩体制 と仏教
統一政権 のもとで、宗教一揆 を支えた理念は教学的に も異端化され、その禁止 を上か ら強制
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され ることによって存続の条件を喪失 し、 近世教 団教 学は宗派 を問わず 内在 的な仏 の観念 一色
に塗 りっぶ され ることにな った、 と述べた。
六 ナ シ ョナ リズムの昂揚 と仏教
幕藩体制下での体制仏教 としての過去 に引きず られ て、近代 において も真宗や 日蓮宗で は、
地上 の権力 はよ り高次の宗教 的価値 実現 に貢献す べきものである とす る、祖 師の切 り開いた視
座 を復活で きなか った こと、それが 近代 にお ける仏教 のあ り方 を規定 した こと、 を論 じた。
おわ りに
本章で強調 したい点を述べて、 ま とめ とした。
補論 顕密体制論 の現在一 黒 田俊雄氏の批判 によせて一
拙著 『日本 中世の国家 と仏教』 に対す る黒 田俊雄氏 の批判 に反論す るとともに、黒 田氏 の提
起 した 「顕密体制論」 をめ ぐる研究史 とそ の問題点 を整理 した。
本書の構 成 について
各章の成稿の過程 と、 本論文 にまとめるにあた って の論 旨 ・内容 の変更 について述べた。
あ とが き
本論文 完成 までの研究 の歩み を振 り返 った。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論 文は、 「序論」 と4部 あわせ て12章及び 「結び」 とか らな り、 「補 論」1編が付 され てい
る。
「序論」 では本論文の課題 とそれを解 明する視 座 と方法 とを提示する。
第1部 「仏法 と王法」では、中世の、支配権 力 を聖化 ・正当化する論理 の内容 と機能 とを考
察す る。第1章 「中世仏教における仏土 と王土」では、 中世仏教にみ られ る国土即仏土論 に着
目す る。論者は、国士即仏土論 には①広 く国土を、 仏性 が遍 在するが故 に仏 土 とみなす もの、
②特定の地域 を、人格的な仏 の支配 下にあるが故に仏 土 とみなす もの、③広 く国土を、 本源 的
主権 者た る、人格的 ・外在的な仏 の支配下 にあるが故に仏土 とみなす もの、 以上の三類型が あ
る、前二者 は、 「王土思 想」 に矛盾 しな いが ため に、相 まって 中世 の支配権 力を支持す る役割
を果 し、第三類型は 「王土思想」 に対 立す るが ために、反体 制運動 を支 える機能 を担 った、 と
説 く。 従来の通説を補正 して、 中世 の国士即仏土論 の多様な 内容 と機能 とを究 明 した貴重な論
考 である。
第2章 「仏法 正法相依論 の成立 と展 開」で は、仏法 王法相依論 の成立 ・展 開を社会的背景 の
変化 と関連づけて追求 した結果、①11世紀 に定式化す る仏法 王法相依論は、古代以来 の有力寺
院が 中世寺院へ と脱皮す る中で、個 々に、国家権 力に対 して寺家 による領域支配 の保証 を求め
るものであ り、②13世紀初頭か ら出現す るそれ は、利害 を同 じ くす る権門寺院が手 を携えて、
異端 の排斥 と自らの権益 の保全 とを国家 に要求す るものであ った、③ これ ら①②は相 まって、
中世 の、宗教勢 力をも含 めた複数 の権 門か らな る支配機構 を支え る役割 を果 した、④ これ らの
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仏 法王法相依論は、古代 的なものではな く、 まさに中世 的論理で あった、 と説 く。前章の記述
とともに、 中世の支配権 力 と仏教 との関わ りを、事実 に即 して薪た に究 明した貴重 な成果で あ
る。
第3章 「破仏破神の歴史 的意 義」 では、 専修念仏者 にみ られ る破仏や造悪無碍 の言動は、祖
師の教え を曲解 した もの としてではな く、 祖師の教 えに基づ いて、権 力側の宗教支配 に対抗 し
た、主体的な闘争の一形態 ととらえるべきだ、 とす る。
第2部 「正統 と異端」では、 中世 の正統的仏教 を旧仏教一顕 密仏教、新仏教 を異端 ととらえ
た上で、支配権 力 と旧 ・新仏教 との関連 を追求す る。
第1章 「中世仏教 における正統 と異端では、① 旧仏教 と専修念仏 を説 く法然 らとの対立は、
「融和」主義 と 「選択」 主義 との間にあった、②前者 は中世 の支配体制 を支 える役割 を果 した
が故 に正統た りえ、後者 は支配体 制を解体 させかね なか ったが故 に異端 とな らざ るをえなか っ
た、 と説 く。 その所説は、基本 的には黒 田俊雄 の有 力説 に則 りつつ も、論者 の独 自の考え を打
ち出 した もの といえよう。
第2章 「中世仏 教者 の正統意識」 では、①法然 はみずか らの浄土宗 の正 当性 の根拠 を、それ
が仏 の意 にかなう真実 の教法で ある点 に求 めた、② 旧仏教 の側は、正 当性の第一の根拠 を、仏
以来 の相承や勅許 という形式的な面 に求 めた、③世俗的権威 に対する仏教の優 位性 の主張は、
上記法然的思考 において成 り立 つ、④ 日蓮 の正統意識 は、法然 と共通す る面 をもつ、と論ず る。
第3章 「中世仏 教者 の歴史観」で は、① 中世には異な った理念 に基づ く複数 の歴史観が存在
した、②従来 中世では、外在 的 ・超越 的な神仏 を歴史 の作 り手 とみなす歴史観が主流 をなす と
されて きたが、事実 は 旧仏 教の 「凡聖不 二」 「此 上即浄土」 を説 く、仏 を外 在的 な もの としな
い観念 に基づ く歴史 の見方が主流 を占めて いたとみ るべ きだ、 と説 く。
第3部 「天皇観 の諸相」では、宗教者た ちの主 に天皇観 に着 目して、 中世の支配権力 とその
イデオ ロギー の特色 を考究す る。第1章 「中世顕密仏教 の国家観」 で論者は次のよ うに説 く。
1!世紀 ごろか ら旧仏教の間 に、外在 的 ・超越 的 ・人格 的性 格の強い、(古代 の観念 とは異質の)
中世 的な神 の観念が成立 し、 このことに伴 って俗権 に対す る教権 の原理的優 位 を説 く見地が成
立 し持続す る、 この旧仏教側 の見地が 日蓮 らの非正統側 の仏教者 に影響 を及ぼ し、そ の私 法為
本」 を含 む思 想の前提 となった、 「王法為本 の旧仏教」対私 法為本 の新 仏教」 とい う旧来 の図
式は見直 されねばな らない、 と。通説 の根本的改変 をせ まる貴重な提言である。
第2章 「中世 の仏教 と天皇」 では、 中世 にな って天皇が古代 とは異なる、新 たな神聖性 を身
につ ける に至る、 とする近年の有力諸説を否定 して、 中世では地 上の一切 の権威 を超える根源
的な権威 が措定 され、その前で天皇は相対化 され、 即 自的な神聖性 を喪失す る とみるべきだ、
と説 く。加えて、 中世において天皇位 が存続 したのは、その神聖性 の故 ではな く、支配体制 を
形づ くる諸権 門 のと りまとめ役 を天皇 に期待する、支配体 制側 の政治 的要請による、 と説 く。
第3章 「日蓮の天皇観」 では、 日蓮が、国王 ・国主 としての天皇 家は承久 の乱 の結果後鳥羽
院で断絶 し、 その地位 が幕府 の実権 を握 る北条氏へ移 った とみて いた、 とい う定 説を次 のよう
に論駁す る。 ① 日蓮は、前期 では、 国家支配秩序 の頂点 にあるものを国王、そ の下で実際に権
力を運用す る ものを国主 とみな し、前者 に天皇、後者 に北条得宗 を比定 して いた、②佐渡流罪
後 も、 国王コ天皇 、国主=北条得宗 とい う認識 は基本 的に変化 しなか った、③後期 にお いても、
承久 の乱 を、 国王の交代 をもた らした事件 としてで はな く、国王 のもとで政治 の実権 を握 る国
主 の地位 が、 治天である後鳥羽 院か ら北条義時へ と移行す る結果 をもた らした事 件 とみな して
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いた、④ 中世 の国家権力について、国王=天皇、国主一北条得宗 という基本的枠組 を 日蓮は終生
変え ることはなか った。 この章は、 史料の精査 ・繊密な論証 によ って説得力豊か に新知見 を提
示 してお り、研究史上の意義が大である。
第4部 「神仏 のコスモ ロジー」では、これ まで にみた支配の論理や反抗の論理の根底 にあ る、
中世特有の、神仏 か らなる世界観 ・宇宙観 を究 明する。第1章 「中世的神国思想 の形成」では、
古代では神々が天照大神を頂点 として固定的かつ強固な上下の序列を形づ くっ■て いたが、中世
では、横 に並んで しのぎを削る有 力神 たちが、仏 教的世界観に組 み入れ られ、 その理念 を紐 帯
として緩 やか に結び合わ されていた、 とした後、 中世的神国思 想の特質 を次 のよ うに説 く。 神
国の内実か ら仏教的要素 を排除 しよ うとした古代 とは異な り、 中世における神国は、仏菩薩の
垂述で ある神 々の支配 する個 別具体的領域(神領)の加算 的集合か らな るものである、 と。加 え
て、神国思想の機能 について、 分権化 の進行 する中世において個別権 力の利害 を越えた国家支
配秩 序総体 に関わ る危機 が到来 した ときに、神国思想 が支配権 力全体 に求心 力 を与え る論理 と
して作用 した、 と論ず る。本章 は、従来 の諸家の、神 中心 の反 本地 垂遊説 と結 びつけて中世神
国思想 を把握 ・規定す る見解 と異 なる新見解 を積極 的に打 ち出 したもので注 目に価 する。
第2章 「怒 る神 と救 う神」で は、起請文 を素材 に して中世 の、神仏 か らなるコスモ ロジー を
探 る。論者 は、起 請文 に勧請 され る仏 ・神 がいずれ も国内の特定 の場所 に人の 目に見 える姿 を
とって存在す る事 実を踏 まえて、 中世 にお いては、①他界浄土 に住 して もっぱ ら来世 での衆生
救済 を行 う本源 的仏、②此土 にあって衆 生を対象 に現世利益 の授与 と下罰 の働 きをなす神 と仏
(此上 に人の身近 に住す る仏)、この① と② とが本地垂迩の関係 を作 りつつ、 人々 に相対 して い
る、 とみな され ていた、 と説 く。 中世 の、神仏か らな るコスモ ロジー をは じめて構造 的にと ら
えた貴重 な成果 である。
第3章 「地獄 と極楽 のコスモ ロジー」で は、彼岸世界 をも含めた 中世人 の宇宙論 の骨格 を探
ろうとす る。論者 は、 中世人は、①地獄 を此土世界 の内側 にあるとみな した、②極楽 につ いて
は、此上 と隔絶 した遠方 に彼岸浄土が存 し、 この世 の特定 の寺域 ・社壇な どに此士浄土が ある
として いた、③ この二つの浄土は、 中世人 の現 当二世 の信仰体 系 に対応 して いた、 と説 く。前
章 とともに、 中世 の世界観 ・宇宙観 の総体 に迫 る試み として注 目され る。
「結び一 中世仏教 の展開 と変容」 では、親 鶯 と 日蓮 によってな され た国家 と宗教 との関係 づ
けが、近世 を経て近代に至るまで どのよ うな変容 をとげるかを記 述 している。
「補論」は 「顕密体制論 の現 在 一黒 田俊 雄氏 の批判 によせ て 一」 と題 して、論者著伊 日本 中
世 の国家 と仏教」 に対 する黒 田俊雄 の批判 への反論 を行 っている。
総 じて、 本論文で論者 は、①神仏 を不 可欠の要 素 とする中世 的な世界観 ・宇 宙観 の総体、②
中世王権 による、① を踏 まえた支配 の論理 と王権 に適合 的な、神仏か らな るコスモ ロジーの構
築お よび これ らの社会的機能、③王権 か ら逸脱 ・反抗す る個人 ・集 団による、① を踏 まえた反
抗 の論理 の形成 とその社会 的機能、④② と③ との関連 と交渉、 これ らを中世 の政治 ・社会 の現
実 を踏 まえなが ら、 的確 に把握 ・解明 し、 もって 日本 中世 の意識 ・思想 の最 も重要 な面 をまっ
た く新たな様相で もって描 出す ることに成功 して いる。 この成果 は、斯学の発展 に寄与す ると
ころきわめて大で ある。
よ って本論文 の提出者は、博士(文学)の学位 を授 与され るに十分な資格 を有す る もの と認め
られ る。
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